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　　9月の行　’司
9日　酌婦人会投員会　　シ

20日　旺「婦人会先進地視察

15日　としよりのB
2、日　大根占中学校運動会

下旬　国勢調査始まる

　　　秋期清潔検査

　　　校区別婦人会、青年

　　　団一日研修会

　　　婦人学級始まる

◎週間旬間

1日～7日　醐予防週聞
15日～22日　としよりの福

　　　　　　mm
22日～28日　食生活改轡普

　　　　　　及運動

下旬　道路愛護旬間

”読書の秋です〃
都落の青年団や、婦人会、

その他の団体には、公民館

の図害二十冊以内をニケ月
聞無料で貸出しを行いま笥

簡単な文庫を作つて、どし

2しご利用下さい・

なお借られる場合は必ず責

任者の印かんを忘れないよ

うに持参して下さい。

一般の方の個人利用もどう

ぞeし凝警㌫ま諺

国

調

は
民
主
政
治
の
も
と
し
ら
べ

μ

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
の
定
め
に
よ
つ
て
行
は
れ
る
国
の
基
本
的
な
統
計
調

査
で
、
全
国
の
人
口
の
状
況
を
調
べ
、
政
治
、
行
政
の
基
礎
資
料
と
な
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
　
（
国
勢
調
査
は
国
会
議
員
や
、
県
や
町
の
議
会
議
員
の
定

員
を

決
め
る
こ
と
、
地
万
交
付
金
の
算
定
、
そ
の
他
人
口
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
宅
、
労
働
行

政
の
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
）
第
一
回
国
勢
調
査
は
大
正
九
年
に
行
は
れ

昭
和
三
十
年
国

勢
調
査
は
第
八
回
目
に
当
り
ま
す
。

正
し
く
公
卒
な
政
治
は
’
正
確
な
統
計
が
あ
つ
て
、
初
め
て
生
れ
る
も
の
で

す
。
次
の
こ
と
を
よ
く
読
ん
で
読
ん
で
、
正
し
い
申
告
を
し
て
下
さ
い
。

◎
調
査
の
し
く
み

九
月
二
十
六
日
か
ら
、
九
月
三
十
日
ま
で
の

間
に
、
田
勢
調
査
員
が
あ
な
た
の
お
宅
を
、

お
た
つ
ね
し
て
、
戸
口
に
「
世
帯
番
碍
札
」

を
貼
り
、
調
査
票
を
配
つ
て
ま
わ
り
ま
す
。

　

△
調
査
票
の
書
き
方

調
脊
票
は
、
世
帯
主
（
ま
た
は
世
帯
の
代
表

者
）
が
自
分
で
記
入
し
て
申
告
す
る
ら
ん
と

調
査
員
が
世
帯
主
に
質
閥
し
て
轡
く
ら
ん
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
調
査
票
の
左
半
分
〔
世
帯

主
記
入
ら
ん
）
を
説
明
を
よ
く
読
ん
で
、
記

入
し
て
お
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は

調
査
嵐
に
よ
く
聞
い
て
間
違
い
や
、
記
入
盲

れ
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
△

調
査
票
に
記
入
し
な
け
れ

　
　

ば

な
ら
な
い
人

こ
の
調
査
で
は
、
調
査
し
な
け
れ
ば
＃
ら
な

い
K
　
（
十
月
一
日
現
在
で
日
本
国
内
に
佳
ん

で
い
る
人
の
全
部
、
外
国
人
も
含
み
ま
す
）

を
、
そ
の
人
が
ふ
だ
ん
庄
ん
で
い
る
世
帯
で

ま
と

め
て
調
査
し
ま
す
、
す
な
は
ち
、
調
査

票
に
は
そ
の
世
帯
に
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人

人

も
れ
な
く
、

（
家
族
、
佳
込
の
雇
人
、
間
代
、
食
費

な
ど
を
払
つ
て
い
な
い
同
居
人
）
を
記

入
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
“
　
’
F
月

一
日

に
、
た
ま
く
按
行
や
、
入
院
な

ど
で
一
時
不
在
で
も
配
入
し
ま
す
。

し
か
し
次
の
よ
う
な
特
例
が
あ
り
ま
す

ユ
、
自
宅
を
は
な
れ
て
寄
宿
蚕
や
下
宿

　
な
ど
か
ら
通
学
し
て
い
る
学
生
は
、

　
そ
の
寄
宿
舎
や
下
宿
で
申
告
し
、
自

　
宅
で
は
申
告
し
ま
せ
ん
。

2
、
病
院
や
療
叢
所
な
ど
の
入
院
患
者

　
で
す
で
に
1
1
1
ケ
月
以
上
入
院
し
て
い

　
る
人
は
そ
の
入
院
先
で
申
告
し
、
自

　
宅
で
は
串
告
し
ま
せ
ん
。
入
院
し
て

　
三
ケ
月
に
な
ら
な
い
人
は
自
宅
で
串

告
し
ま
す
。

3
、
船
舶
ボ
乗
り
組
ん
で
い
る
人
は
自

毛
で
申
告
し
ま
す
、
（
自
宅
が
な
け

　
れ
ば
船
舶
で患
口
し
ま
す
）

4
、
自
衛
隊
の
営
舎
内
や
艦
船
内
の
居

住
者
は
、
そ
の
営
企
『
艦
船
で
申
告

し
ま
す
。

5
、
ふ
だ
ん
佳
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
な

　
い
人
や
わ
か
ら
な
い
人
（
放
芸
人
や

正

し
い
申
告
1
－

　
浮
浪
者
）
は
十
月
1
日
に
居
あ
は
せ

　
た
と
こ
ろ
で
瞬
べ
ま
す
。

◎

世
帯
主
が
自
分
で
記
入

’

し
て
申
告
す
る
事
項
は

　
ー
、
世
k
貝
の
氏
名
、
2
r
世
帯
主

　
と
の
続
柄
3
、
男
女
の
別
4
、

　
出
生
の
年
月
日
　
5
、
配
隅
の
関
係

　
6
、
国
●
の
六
つ
の
事
項
で
、
事

　
実
あ
り
の
ま
A
を
里
口
し
ま
す
（
戸

　
籍
、
佳
民
登
録
、
配
給
台
韻
と
は
関

　
係
な
く
、
事
実
の
ま
く
を
申
告
し
ま

す
。
）

◎
世
帯
主
と
は
’
そ
の
世
帯
の
生
計
の

　
申
心
に
な
る
人
の
こ
と
で
、
年
長
者

　
に
隈
り
ま
せ
ん
、
調
査
票
で
は
世
帯

　
主
を
必
ず
第
　
行
目
に
書
き
ま
す
。

◎
串
告
し
た
事
項
は
秘
密
が
他
に
洩
れ

　
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

あ
り
の
ま
＼
を
申
告
し
て
下
さ
い
v

国
勢
頒
査
員
は
、
調
査
の
結
果
知
っ

た
個
人
の
秘
密
を
洩
ら
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
調
査
票

は
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ

ま

せ
ん
’
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三
十
年
第
七
回
臨
時
議
会
を
八
月
二
る
答
串
に
つ
い
て
は
其
の
答
串
内
容
を
最
後
に
大
根
占
農
協
よ
り
の
請
願
文
書

十
九
日
蹟
事
堂
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
の
慎
重
零
裏
の
上
修
正
可
決
さ
れ
た
。
　
　
十
二
号
は
議
会
と
し
て
特
別
委
員
会
を

で
其
の
状
況
を
お
姐
ら
せ
い
た
し
ま
す
其
の
後
請
願
轡
の
馨
議
に
入
り
譜
願
文
設
置
し
農
民
の
協
同
組
合
企
業
体
と
し

頗
案
四
九
号
奥
地
林
道
岩
元
線
開
設
事
掴
九
号
安
水
部
落
よ
り
の
部
落
公
民
館
て
の
農
協
再
建
に
慎
重
審
議
さ
れ
る
事

業
費
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
原
案
通
り
建
築
の
た
め
の
町
有
林
払
下
げ
の
件
は
に
な
つ
た
。

承
認
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
饗
員
会
付
託
と
決
定
　
　
　
　
　
尚
此
の
外
当
局
よ
り
従
来
の
町
有
林
の

o
調
査
洩
れ
五
年
間
は
亡
者
な
り

○
産
声
に
一
人
追
加
を
急
に
書
き

o
職
業
を
問
は
れ
て
妾
赤
而
し

o
大
家
内
書
い
て
し
ま
つ
て
点
呼
を
　

　
し
’

o
爺
婆
は
た

が
い
に
年
を
た
つ
ね
A
旦

　

い
o
配
偶

を
一
死
別
L
ミ
書
い
て
思
い

　
出
し

【都
々
逸
】

o
咋

日
ご
ざ
つ
た
花
嫁
さ
ん
は

一

籍
は
な
く
マ
』
も
妻
、
善
く

一

o
m
u
f
r
）
か
く
の
も
う
ら
は
つ
か
し
い

一
　
三
日
帰
り
も
す
ま
ぬ
う
ち

Io
飽
か
ぬ
別
れ
を
「
離
別
」
ミ
書
い
て

t　
　
　
ヂ
ツ
ト
握
つ
た
、
・
甲
告
書

o
捨
て
た
女
房
に
未
練
は
な
い
が

一

　
　
「
離
別
」
・
こ
書
い
た
で
想
い
出
す

一o
死
別
さ
書
く
字
も
涙
で
に
じ
む

一

　
　
独
り
世
帯
の
針
し
ご
・
こ

L　
　
　
　
か
の

一

o
願
い
叶
う
て
持
つ
た
る
世
帯

1
一

嬉

し
や
調
査
鍛
に
入
、

一

o
世
間
晴
れ
て
の
夫
婦
ぢ
や
な
い
が

］　
s
な
調
査
が
妻
、
・
し
た

亘
常
任
委
員
会

l　a
s
　
l
i
議
会
は
会
議
運
営
の
便
宜

二
旦

の
た
め
に奮
会
に
分
け

・

：
…
…
－
i
：
　
て
活
動
す
る
こ
と
が
認
め

　
　
　
　

ふ

ら

れ
て
い
る
．
委
員
会
は
執
行
部
の
部

門
ご
と
に
継
続
的
に
設
け
ら
れ
る
常
任

委
員
会
と
、
特
に
議
会
の
議
決
に
よ
つ

て
、
付
議
さ
れ
た
事
件
に
限
り
臨
時
的

に
設
け
ら
れ
る
特
別
委
員
会
と
炉
あ
る

普
通
に
8
責
会
に
付
託
な
ど
、
い

う
委
員
会
は
こ
の
常
任
委
員
会
の
こ
と

で
、
本
町
の
場
合
、
総
務
委
員
会
、
経

済
委
員
会
、
土
木
委
員
会
、
文
教
委
員

会
、
懲
罰
委
員
会
の
五
委
員
会
が
あ
る

い
凸
十
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
の
間
に
、
国
勢
調
査
員
が
お
宅
を
訪
問
し
て
、

願
州
調
査
を
行
い
ま
す
。
十
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
は
、
で
き
る
だ
け
在
宅
す

お
栖
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

五
＋
嵩
案
県
単
林
遣

笹
原
線
三
十
年
度
．
開
設

事
業
の
件
は
、
地
元
笹

原
部
落
よ
り
提
出
の
請

払
下
げ
の
状
況
の
報
告

を
求
め

こ
の
た
め
議
会
と
し
て

も
独
自
の
立
場
に
お
い

願
害
十
一
号
を
同
時
審
績
し
結
局
当
局
同
十
号
城
元
農
進
会
よ
り
の
町
道
補
修
て
特
別
委
員
を
設
け
徹
底
的
に
調
査
審

よ
り
の
議
案
通
り
決
定
さ
れ
た
e

更
に
五
一
号
議
案
町
有
林
木
の
処
分
に

つ
い
て
は
原
案
通
り
可
対

続
い
て
議
案
五
二
号
町
村
喬
伴
に
対
す

の
た
め
の
助
勢
万
に
つ
い
て
は
一
応
採
譲
さ
れ
る
こ
と
を
申
合
わ
せ

決
し
て
当
局
よ
り
あ
ら
た
め
て
調
査
の
午
後
七
時
閉
会
し
た
。

上
議
条
と
し
提
条
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
　
　
　
　
★
　
　
　
★

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★
　
　
　
★

※

国

勢

調

査

員

の

名

簿
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百
査
員
氏

簡今
責
男
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国
氏
勢
名
調
と
査
区
で
域
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緩
璽
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を
通
担
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当
で
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す
て
゜
い
　
た
　
ξ
　
国
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区

域

冨
査
員
氏

五
三
ー
一
城
元
麓

五
四
ー
一
神
之
浜
一
区
南
部

　
五
ー
一
〃
　
　
1
1
区
西
部

　

六
ー
1
一
本
町
南
部

　
　
　
　
　
　

　
　

　

五
七
｜
三
京
町
西
部

．

　
八
”
一
塩
屋
一
区

　
　
　
　
　
　

　
　

　

五
九
1
二
瀬
戸
山

、

○

⊥
葉
町

六
一
⊥
翻
東

至
⊥
翻
鶉
曇
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

六
三
－
一
本
町
北
部

六
四
ー
一
京
町
東

ハ
五
⊥
量
下

　
　
　
　
　
　
　
［

二
区
各
一
部

虜

田
実
吉
元
宗
太

河
野
大
戸
幸
之
助

醗謡裏
利森鷺

巳

文
吉
“
）
五
－
－
l

黍
七
六
⊥

　
　
　
　
　
　

コ

六
六

一
馬
場
麓

パ
モ
ハ
ニ
ほ
　
ロ
ぬ
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

七
1
1
・
－
　
U
大
観
下

　　

　　
　
　
　
　
　

i

松
元　
　
一

中
浜

鶴
吉
七
七
｜
1

奈木””異
上場　　　戸

　　区区区

岩
元

そ
で

岩
元

そ
で

大
西

精
瀦瀦

酉
不
二
8

一

伊
勢i

一告

知

板

※

基

本

選

挙
人

名

簿

の

調

製

に

つ

基
本
選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年
九
月
十
五
日

現
在
で
調
製
す
る
こ
・
こ
に
な
つ
て
い
ま
す

次
の

こ
ー
こ
に
よ
く
注
意
し
Y
　
I
人
の
も

れ

も
な
い
よ
う
、
必
す
申
告
し
て
下
さ
い

各
世
樽
に
〃
選
挙
人
名
簿
資
格
調
書
〃
を

配
付
し
ま
す
か
ら
、
九
月
二
十
日
ま
で
に

部
落
長
を
通
じ
て
o
必
す
提
出
し
て
下
さ

い
o
一

、
こ
の
基
本
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ

　

る
資
格
の
あ
る
人
は

　

イ
、
日
本
人
で
昭
和
十
年
十
二
月
二
十

昭
和
三
十
年
七
月
二
十
二
日
か
ら
r
在

外
公
館
等
借
入
金
整
理
準
備
審
査
会
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
公
布
さ

れ
て
同
日
か
ら
昭
和
三
十
年
＋
I
I
月
三

十
1
日
ま
で
在
外
公
館
等
借
入
金
確
認

請
求
轡
を
受
つ
け
る
こ
と
に
な
つ
た
の

．

　
　
　
　
　
　
い
て

　
　

一
日
以
前
に
出
生
し
た
人

　
ロ

、
昭
和
三
十
年
六
月
十
六
日
以
前
か

　
　
ら
引
つ
づ
い
て
大
根
占
町
に
居
住
し

　
　
て

い

る
人
で
す
。

　
ハ

、
年
令
は
基
本
選
挙
人
名
簿
確
定
日

　
　
　
（
昭
和
三
十
年
十
二
月
二
十
日
）
で

　
　
満
二
十
才
に
達
し
た
人
で
す
。

◎

こ
の
選
挙
人
名
簿
調
製
が
終
る
ミ
、
十

　

一
月
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
十
五
日
間

　
縦
覧
に
供
し
ま
す
o

　
　
　
（
大
根
占
町
選
挙
管
理
委
員
会
）

在
外
公
館
等
借
入
金
確
認
請
求
書
受
付
に

つ
い
て
　
三
、
確
認
鍍
氷
書
の
提
出
手
続
は
前
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一

と
同
様
法
令
の
定
め
る
と
お
り
で

で
左
記
事
項
に
注
意
し
て
町
役
場
え
串

し
出
て
下
さ
い
・
　
　
　
　

　
　
　

記

一、

確
認
請
求
の
受
付
は
今
回
が
最
後
一

勅盤
難
霞
翼
哩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ

　
る
（
請
求
書
は
正
副
各
一
通
計
二
通
）

三
、
請
求
書
の
提
出
期
限
は
十
二
月
三

　
十
1
日
迄
で
あ
る
の
で
十
二
月
二
十

鴫町
甕
藻
提
出
す
る
こ

熟
鞠
麗
％
纏
籍
鎌
斬
一
絃
鰹
秒
▽
婿
顯
㌍
運
罷
堅

工
場
製
の
粉
ミ
ル
ク
（
記
号
M
F
、
M
L
製
造
番
号
五

四OO
乃
至
五
八
o
o
）
は
、
筏
日
、
新
し
い
良
い
も
の

と
取
か
え
て
v
れ
ま
す
か
ら
、
使
わ
な
い
￥
V
、
と
つ
て
置

v
よ
う
に
お
知
ら
ぜ
し
ま
す
。

斉
検
診
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
．
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
て
下

さ
い
。
　
　
一
、
検
診
日
　
毎
週
、
火
曜
、
木
曜

　
　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
l
l
l
O
分
か
ら
正
午
ま
で

　
　
　
　
二
、
場
所
　
保
健
所
　
大
根
占
支
所

v
t
v
u
r
v
”
■
t
コ
t
，
－
A
．
z
i
±
．
、
‘
°
±
、
，
8
±
～
1
3
＿
”
N
．
－
k
－
t
．
．
u
胃
．
a
N
A
．
－
－
．
6
‘
く
毫
3
夕
巳
～
8
虜
、
．
’

秋
期
清
潔
検
査

九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
か
け
て
、

秋
の
清
潔
検
査
を
行
い
ま
す
。
次
の
こ

と
を
よ
く
守
つ
て
下
さ
い
。

1
、
便
所
や
’
肥
料
だ
め
に
は
“
ふ
た

”
を
つ
け
、
蝿
や
、
ネ
ズ
ミ
の
出
入
を

防ぐ
。

2
、
炊
事
場
附
近
は
溝
さ
ら
へ
を
し
ど

ぶ
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
。

2
、
道
に
か
ぶ
さ
つ
て
い
る
’
や
ぶ
や

　
木
の
枝
の
下
払
い
を
す
る
、
慶
捨
場

の
処理
。

　
〃
自
轄
車
”
〃
荷
車
〃
に
は
必
ず
鑑
札
を
つ
け
よ
う

賢
灘
舗
耀顯
霧
露
頴
牢
を
行
う
予
定
で

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
鑑
札
は
町
税

条
例
で
必
ず
つ
け
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

こ
と

に
な
つ
て
い
ま
す
o

鑑
札
を
つ
け
て
い
な
い
人
、
他
の
町
村

の
鑑
札
を
つ
け
て
、
常
時
本
町
で
使
用

し
て
い
る
人
は
、
必
ず
申
舌
し
て
、
鑑

す
e現

在
の
串
告
済
台
数

原
動
機
付
自
転
車
　
　
　
一
八

普
通
自
転
車
　
　
　
一
四
三
八

そ
の
他
荷
車
　
　
　
　
二
三公
二

｛，
伽
都
ぼ
高
グ
輿
嘩
三
劃
ぽ
恒
恒
痴
躍
目
声
一

芸擁篭
め
て
焼
く
か
’
埋
め
る
よ
t
つ
　
i

・
l
°
t
N
－
i
－
－
N
t
－
°
・
く
゜
°
こ
～
°
”
’
パ
・
：
～
・
、
㌧
く
．
°
：
、
°
°
・
t
v
’
－
－
’
・
ご
～
蠕
㌔
く
・
°
・
8
、

・
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葉
た
ば
こ
鞠
2
1
日
か
ら

本
年
度
の
葉
た
ぱ
ご
前
期
敗
納
は
、
九

月

ご
十
1
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
o

本
年
は
好
条
件
ゼ
恵
ま
れ
て
、
耕
作
組

合
の
調
べ
で
は
、
総
牧
納
景
目
は
二
十

三
万
五
千
キ
ロ
、
キ
ロ
当
平
均
三
六
〇

円
で
、
総
吸
納
代
金
八
千
四
百
六
十
万

円
が
耕
作
農
家
の
ふ
と
こ
ろ
1
入
る
も

の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

な
お
牧
納
H
程
は
次
の
表
の
通
り
で
あ

る
が
、
後
期
敗
納
は
十
1
月
十
九
日
か

ら
十
二
月
に
か
け
て
行
わ
れ
る
。

〃
前
期
敗
納
日
程
〃

納
付
日
改
良
団
名
入
員

　
　
　
宿
利
原

　
　
　
　
　
　
t
　
’
●
●

1、
f年
よ
り
の
日
」

　
　
　
の
意
義

鵠臼

語
騨
麺鰻
露
は

年
令
の
異
つ
た
も
の
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
等
の
人
々
は
、
老

幼
そ
れ
ぞ
れ
に
相
応
し
た
地
位
と
人
櫓

と
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら

な
S
。
年
よ
り
は
、
今
日
の
社
会
を
築

く
克
め
に
、
自
分
の
年
令
と
地
位
に
応

じ
、
長
年
生
き
、
環
在
も
な
お
社
会
の

構
成
員
で
あ
る
。
年
よ
s
を
我
々
の
長

老
と
し
て
尊
敬
し
、
慰
め
、
こ
れ
を
親

愛
の
心
で
擁
護
す
る
と
ご
ろ
に
明
る
い

社
会
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と

同
時
に
年
よ
り
自
ら
も
そ
の
本
分
を
自

覚
し
、
新
し
い
時
代
市
■
応
し
て
若
い

も
の
の
生
活
に
溶
け
あ
い
、
進
ん
で
杜

会
に
牽
仕
ず
る
心
が
け
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
S
。

二
、
袈
が
国
の
養
老
思
想

年
よ
g
i
3
H
K
“
m
e
N
K
’
　
i
“
d
s
p
つ

て
こ
れ
に
仕
え
る
と

い
う
習
僚
ほ
逗
い

昔
か
ら
我
が
国
に
伝
え
ら
れ
て
来
た
美

風
で
あ
る
。
竹
取
物
諮
、
養
老
の
滝
、
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バ
ン

ー
や
野
球
大
会

町
体
協
九
月

の

行
事
決
る

町
体
育
協
会
で
は
、
こ
の
ほ
戸
遜
事
会

を
開
き
、
九
月
申
の
行
事
と
し
て
次
の

よ
う
に
バ
レ
ー
、
野
球
大
会
な
ど
を
開

く
こ
と
を
決
め
た
。

な
お
体
編
で
は
、
官
公
覇
団
体
の
職
員

の
外
一
般
の
加
入
を
歓
迎
し
、
加
入
希

望
者
は
町
公
民
館
内
体
編
事
務
局
（
損

当
者
楠
元
主
事
）
宛
申
込
ま
れ
る
よ
う

望
ん
で
い
る
。
競
技
種
目
は
十
種
目
で

会
費
は
年
一
人
当
り
百
円
を
納
め
れ
ば

ど
の
種
目
に
出
て
も
か
ま
わ
な
S
o

Ir
バ
レ
⊥
人
会

　
ユ
、
日
時
　
九
月
十
一
日
午
前
九
時

　

2
、
場
所
大
根
占
小
学
校

ll’
野墜
天
会

　
コ
、
日
時
　
九
月
十
七
日
午
后
一
時

　
　
　
　
　
㊨
b
”
、
．
t
e
v
．
⑳
．

’

姥
捨
山
の
物
語
等
は
、
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
r
年
よ
り
を
大

切
に
す
る
と
い
う
我
が
国
の
昔
な
が
ら

の
思
想
と
同
時
に
申
国
か
ら
渡
つ
て
来

た
学
閤
の
影
響
も
叉
見
逃
し
得
な
い
も

の
が
あ
る
。
当
時
文
化
の
進
ん
で
い
た

唐
か
ら
入
つ
て
来
た
徳
教
、
礼
教
は
、

親
に
孝
を
つ
く
し
年
よ
り
を
尊
敬
す
る

と
い
う
教
え
で
あ
つ
た
か
ら
、
こ
れ
を

無
制
限
に
取
入
れ
た
我
が
国
の
幕
老
思

〃
＋
八
日
午
前
九
時

〃
I
I
十
四
日
午
前
十
時

所大
根
占
小
学
校

南
大
隅
高
検
大
根
占

校
舎

4
、
対
象

禰
満
先
生
（
予
定
）

婦
人
会
及
び
青
年
団
員

各
職
揚
女
子
職
員

そ
の
他
一
般

「
ー
，
秋
冬
野
菜
の
作
り
方

’
■
’
・
■
’
づ
　
’
●
●
’
“
　
・
、
－
⑨
頃
t
’
f
－
’
t
－
也
t
●
金
づ
　
・
、
，
K
ヴ
s
t
－

野蘂は院全自給で

　　2BA　、
〃会場
　場

　

3
、
入
場
式

　
　
九
月
十
七
日
午
后
一
時
よ
り
南
大

　
　
隅
高
校
大
根
占
校
舎
に
於
て
行
う

　
　
　
（
準
優
勝
戦
ど
優
勝
戦
を
九
月
二

　
　
＋
四
日
に
行
う
）

三
、
社
会
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
購

翼
　
ユ
、
日
時
　
九
月
十
四
日
（
予
定
）

　
2
、
場
所
　
大
根
占
小
単
校
講
堂

　

3
、
講
師
県
体
育
保
傭
藤

九
月
は
秋
冬
疏
菜
の
ま
き
時
で

す
o
よ
く
考
え
て
、
少
く
と
も

自
給
す
る
だ
け
は
ぜ
ひ
藁
し

て
下
さ
い
。

O
大
根
　
い
ろ
く
の
品
種
を

組
合
せ
て
、
来
年
五
月
ま
で
き

ら
さ
な
い
よ
う
に
作
る
。
種
子

を
堆
肥
の
上
に
直
か
に
ま
い
た

り
未
然
堆
肥
を
や
つ
た
り
す
る

と

“
ま
た
大
根
”
に
な
つ
た
り
、
大
根

の
肌
が
悪
く
な
る
。
毎
年
大
根
を
ま
い

て
く
さ
れ
る
所
に
連
作
し
な
い
こ
と
。

心
喰
虫
が
発
生
ず
る
か
ら
D
D
T
乳
剤

を
一
週
間
お
き
，
g
l
I
N
四
回
か
け
る
。

販
売
用
は
点
播
に
す
る
と
よ
い
o

o
か
ん
ら
ん
　
I
月
N
四
月
用
は
三
年

子
サ
ク
セ
ッ
シ
ヨ
ン
、
野
崎
夏
蒔
な
ど

中
生
種
を
、
中
旬
以
后
は
皐
生
系
晶
翻

を
播
く
。
反
当
の
播
穂
床
は
三
－
田
坪

種
子
は
四
勺
く
ら
い
。
坪
当
堆
肥
、
下
i

肥
各
二
・
五
〆
を
施
し
、
更
に
木
灰
二

話
駕
つ
嘉
う
ん
す
る
・
そ
し
主

ll寸
に
条
播
し
て
敷
藁
濯
水
を
す
る
。

本
葉
ニ
ー
三
枚
で
四
寸
平
方
に
仮
植
す

る
。
定
植
は
本
葉
八
．
v
九
枚
が
適
期
o

o
白
菜
　
上
地
帯
は
八
月
申
旬
、
里
方

面
は
九
月
上
中
旬
播
き
、
品
種
は
京
都
一

南
薩

を
覗
察
し
て

．

城
元
腎
年
団
で
は
八
月

二
十
七
・

　
　
日
か
ら
三
日
間
、
宙
薩
方
面
の
゜

‥

農
業
視
察
を
行
い
、
こ
1
に
そ
　
　

川

の
感
想
を
寄
せ
ら
れ
た
の
で
、
　
。

　
°
ご
紹
介
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
．

’

　
　
　
　
　
（
原
安
の
ま
A
）
　
I

　
現
在
の
農
村
牛
活
は
経
済
文
化
共
に

恵
ま
れ
ず
時
間
的
余
裕
は
少
な
く
特
に

歴
州
経
済
の
不
況
は
ま
さ
に
ど
と
う
の

如
v
農
村
を
吹
き
荒
れ
て
居
り
、
今
や

農
民
は
「
肋
け
ど
彷
け
N
我
が
暮
し
楽

蔚
ら
ず
」
の
蕪
墓
皇
す
e
M

2
°
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．
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t
t
．

わ
れ
て
い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
o

こ
う
し
て
、
我
が
国
で
は
家
族
申
心
の

孝
道
が
発
遠
し
て
、
社
会
に
対
す
る
養

老
事
藁
は
余
り
発
連
し
な
か
つ
た
。
更

に
徳
川
時
代
に
な
つ
て
儒
教
が
極
度
に

糖
連
し
、
孝
遭
を
と
お
と
ぶ
こ
と
が
奨

励
さ
れ
思
想
的
に
も
制
度
的
に
も
孝
を

つ
く
す
ご
と
が
最
大
の
義
務
と
さ
れ
て

お
り
、
社
会
的
蓉
老
幕
藁
も
多
少
は
あ

つ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
大
部
分
は
孝
と

　
．

こ
と

に
な
つ
カ
。
し
か
し
こ
の
頃
西
欧

か
ら
入
つ
て
来
克
人
遭
牛
義
に
よ
つ
て

こ
れ
ら

の
社
会
的
願
考
を
何
と
か
し
て

教
済
し
な
け
れ
げ
な
ら
な
い
と
い
う
考

え
方
が
起
つ
て
来
泡
。
大
正
、
昭
和
の

初
期
に
か
け
て
、
こ
の
社
会
的
弱
者
救

済
の
思
想
は
、
一
段
き
飛
踊
し
、
資
本

牛
義
経
済
体
制
が
整
つ
て
来
る
に
従
つ

て
、
更
に
こ
れ
等
の
落
伍
者
或
は
落
伍

し
そ
う
に
な
つ
だ
者
は
、
必
ず
し
も
本

．

三
号
、
愛
知
日
菜
、
チ
ー
フ
な
ど
結
球

す
る
も
の
、
山
東
菜
、
直
れ
い
な
ど
は

半
結
球
野
菜
で
は
一
番
多
く
肥
料
を
要

一す
る
の
で
う
ん
と
肥
料
を
や
る
。

o
王
葱
　
貝
塚
且
・
牛
、
泉
州
黄
な
ど
九

月
上
旬
播
き
　
反
当
苗
床
は
二
〇
W
、

肥
料
は
か
ん
ら
ん
に
堰
じ
て
や
る
。
坪

当
り
播
種
量
は
U
l
勺
、
反
当
識
合
を
要

する
。
o
そ
の
外
、
人
妻
、
魎
豆
、
ホ
＿
レ
ン

草
’
漬
※
な
ど
、
忘
れ
な
い
よ
う
播
い

て
下
さ
い
。
種
子
は
麗
協
に
各
種
入
荷
・

し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
S
e

　
　
　
　
　
矢
■
場
潤
水
）

の
時
に
当
り
、
次
代
を
背
負
う
べ
営
我

々

腎
年
は
こ
ぞ
つ
て
新
し
い
農
村
建
設

へ
と
歩
み
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
こ
と

を
痛
感
じ
、
農
業
締
営
の
合
理
化
と
交

化
の
向
上
を
め
さ
し
て
去
る
八
n
c
1
l
＋

七
日
か
ら
二
＋
九
日
迄
二
泊
二
百
間
に

亘
り
指
宿
、
喜
入
、
瀬
々
串
、
鹿
児
島
、

伊
集
院
、
湯
之
元
等
先
進
地
の
視
察
を

行
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
運
悪
ぐ
連

日
雨
天
の
た
め
計
画
通
り
の
視
察
が
出

来
得
ず
充
分
な
発
表
も
出
来
ま
せ
ん
の

で
総
体
的
に
見
て
の
感
想
を
記
し
た
い

と
思
い
ま
す
o

先
ず
先
進
地
に
於
て
は
輸
送
園
芸
が
盛

　
　
　
　
　
　
　
i
　
’
－
　
t
”

社
会
福
祉
臨
業
の
一
環
と
し
て
の
蕃
老

富
業
の
あ
り
方
ぱ
ど
う
あ
る
べ
き
だ
ろ

う
か
。
今
ま
で
は
生
活
ぽ
困
つ
て
い
る

年
よ
り
や
、
身
よ
り
の
な
い
年
よ
り
な

ど
を
虞
接
の
対
象
と
し
て
、
こ
れ
を
保

護
し
て
来
克
が
、
今
後
は
こ
れ
ら
の
年

よ
む
は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
一
般
社
会
に

い
る
年
よ
り
を
も
▲
部
ふ
く
め
た
養
老

事
業
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
e
即
ち
、

身
よ
り
も
な
く
困
つ
て
い
る
年
よ
り
は

す
べ
て
養
老
院
に
牧
容
し
、
物
質
的
に

［ん
で
あ
り
、
特
に
馬
鈴
薪
、
実
幽
且
、

美
濃
早
生
、
白
菜
等
の
栽
培
は
技
術
的

に
も
進
歩
し
て
居
り
広
く
裁
培
さ
れ
て

唐
た
。
そ
し
て
共
販
体
制
が
確
立
さ
れ

統
一
さ
れ
た
猫
培
が
行
わ
れ
て
居
る
。

叉
水
稲
早
期
栽
培
の
如
き
は
大
い
に
本

町
に
も
取
り
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思

う
。
普
通
作
に
於
て
は
本
町
の
作
柄
ぽ

優
る
も
の
は
見
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
だ

っ
た
。
し
か
し
ま
だ
技
術
的
に
改
善
す

る
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

尚
我
々
は
世
代
の
先
駆
者
と
し
て
農
業

経
営
の
合
理
化
と
牛
産
活
動
に
充
分
な

知
識
技
能
を
牧
得
し
本
町
産
業
の
発
展

に
精
進
努
力
し
克
い
。

　
　
　
城
元
膏
年
団
永
田
友
則

　　　　　　　氣温はやや低目
9月中旬・＝大陸の高気圧は満洲から日本海
方面に張出し易く、旬の前半は週期的に天
気が変るが、半ば頃から北高型となりぐつ
つきやすくなりましよう。台風は旬の後半
南方海上に現われ接近するおそれがありま
す。気温は並、後やや低くなりましよう。
雨量はやN多いでしよう。
9月下旬＝前半は低圧部となりやすく、く
つれやすい天気ですが、半頃から移鋤性高
気庄が擾子江下流域から東進して、本邦を
通過しやすくなり、天気は回復してきまし
よう。台用は旬初め南海上に現われましよ
う。気温は並かやや低いでしよう。雨量は
やや少いでしよう。

　　　　　　平年値と予想
　　　　　気　　温　　雨　量　　日　照

惹雫詩鷲濁こ訟郵獄鉢
平中旬　　　　　発：㌍潟ミy蜘時年下旬
値　　　　　　　（鹿児島地方気象台提供）

瓢覆塁に台風接近か
い

た

わ

り
ま
し
よ
う

　　　r

と
し
よ
り
」
を

　9
月
1
5
日
　
「
と
し
よ
り
の
日
」
で
す

九
月
十
五
日
は
“
と
し
よ
り
の
日
”
で

福
祉
週
簡
」
と
し
て
、
例
年
全
国
的
に

い
ろく
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
o

本
町
で
も
八
＋
オ
以
上
の
方
が
九
o
人

も
健
在
で
、
例
年
の
通
り
婦
人
会
な
ど

で
’
と
し
よ
g
を
な
ぐ
さ
め
る
い
ろ
い

ろ
の
催
し
が
行
は
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
o

菖
　
考

八
C
オ
以
上
の
高
令
者

　
　
男　
l
l
八
人
　
　
女
　
六
二
人

　
　
針

九
o
人

九
Q
オ
以
上

　
男
　
l
人
女
　
三
人
針
　
四
人

本
町
の
最
高
令
者
は
、
神
川
三
六
四
一

呑
地
の
革
原
ツ
ル
さ
ん
で
、
文
久
二
年

六
月
十
四
日
生
れ
、
潮
九
l
l
l
k
f
l
l
ケ
月

と
な
つ
て
い
る
。

大
根
占

町
　
の

　
郷
凪
・
河
上
祠
e
s
　
（
1
1
）

　
　
　
　
　
　
　
み
か
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
な
ぎ

　
　
六
、
社
伝
、
御
手
洗
川
と
鰻

　
神
社
下
を
流
れ
る
御
手
洗
川
は
其
の
源

　
を
上
ノ

宇
都
山
に
発
つ
る
o
土
岩
部
落

　
　
　
　
　
　
　
　
の
M
せ

　
の
東
二
百
米
、
野
閻
勢
の
断
崖
の
下
に

　
洞
窟
が
あ
る
。
高
さ
1
1
米
、
巾
i
l
米
’

　
奥
行
三
米
あ
つ
て
其
の
奥
よ
り
冷
水
滝

　
の
如
く
流
出
し
如
何
な
る
皐
抜
の
年
も

　
枯
渇
す
る
を
知
ら
ず
o
こ
の
水
が
岩
間

　
を
く
y
り
＋
碧
部
落
よ
り
水
田
に
出
で

　
神
社
の
下
を
蛇
行
し
て
い
る
。

古
来
こ
の
川
蓼
窟
秦

　
の
使
属
と
称
せ
ら
れ
、
当
郷
に
於
て
は

之
を蓼
養
す
る
事
雰
た
く
慎
し
ん

だ
。
も
し
こ
の
蓼
犯
ず
者
が
あ
れ
ば

　
神
の
御
警
を
受
け
て
腹
痛
が
起
る
と
伝

　
s
x
ら
れ
、
其
の
時
は
有
体
に
詑
び
奉
謝

　
す
れ
ば
直
ち
に
平
櫨
す
る
と
言
わ
れ
て

　
い
る
。
こ
の
様
に
神
威
顕
著
で
あ
る
の

で
、
票
死
す
れ
篇
議
霧
瀦

　
の
隣
り
に
あ
る
鰻
山
に
葬
り
板
神
楽

　
を
奏
す
る
を
例
と
し
た
。
万
獲
冗
年
（

　
九
五
年
前
）
に
は
捕
獲
禁
止
の
制
礼
も

　
立
て
ら
れ
た
。
朋
治
＋
年
の
役
に
た
ま

　ぐ
大
胆
廿
匹
が
死
ん
だ
の
で
時
の
社

　
司
永
江
安
直
氏
は
戦
死
者
の
兆
か
と
案

　
じ
、
例
の
如
く
埋
葬
し
た
所
本
村
出
兵

　
者
中
七
名
の
戦
死
者
を
出
し
た
。
叉
日

　
露
戦
争
当
時
も
七
名
の
戦
死
者
を
出
し

　
た
が
こ
の
時
も
七
匹
の
鰻
が
蝿
死
し
た

　
の
は
甚
だ
　
思
議
な
事
と
人
々
皆
神
威

　
を
恐
れ
た
い
う
。
所
が
朋
治
維
新
と
な

り
、
神
の
使
属
た
る
鰻
の
捕
獲
願
を
購

　
に
提
出
し
、
県
は
民
生
福
利
の
立
場
よ

・

り
之
を
許
可
し
た
為
に
衡
突
麓
り
、

当
村
の
一
大
閤
題
と
化
し
売
事
件
が
起

つた
“

明
治
五
年
二
月
三
日
神
社
方
廻
勤
権
大

属
川
上
操
九
郎
、
鷲
顛
猶
樹
、
三
原
千

董
、
山
内
甚
九
郎
の
役
人
は
民
生
の
為

解
禁
の
祈
願
を
な
し
た
。
所
が
当
時
の

社
司
永
江
安
直
氏
は
占
に
よ
り
神
意
を

郷

土

史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堂

官
叉
是
を
許
さ
ざ
る
の
条
禦
ε
云

々
。
こ
の
交
書
に
見
る
通
り
、
徳
川
三

百
年
の
封
建
制
度
が
終
り
を
告
げ
“
自

由
民
権
の
新
思
想
を
基
蘭
と
せ
る
明
治

維
新
の
新
政
治
力
が
農
村
の
末
端
ま
で

浸
透
し
て
来
た
郷
土
の
事
例
と
し
て
示

唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
か
v
て
村

の
反
対
に
も
か
A
わ
ら
ず
県
の
裁
断
に

よ
り
境
内
下
百
間
の
間
ば
捕
獲
を
禁
じ

其
の
外
の
地
域
は
解
禁
す
る
事
に
決
定

し
て
事
態
の
解
決
を
見
た
の
で
あ
る
。

　
七
、
神
事
、
柱
松

当
神
社
独
得
の
神
事
に
柱
松
な
る
行
事

が
旧
八
月
十
五
日
、
九
月
十
三
日
の
両

霧
動
鵠
羅
認
鍵
蹄
虹

見
な
い
も
の
で
あ
る
。

e
柱
松
風
景

十
五
夜
の
満
月
が
静
か
に
東
の
峰
に
登

る
頃
祭
典
が
は
じ
ま
る
。
社
司
に
よ
り

枝
の
儀
、
大
板
祝
詞
奏
上
、
十
五
夜
の

祝
詞
奏
上
の
後
、
神
事
奉
仕
者
と
し
て

城
元
青
年
団
長
が
玉
串
を
牽
典
す
る
。

こ
の
間
向
う
鉢
巻
姿
の
青
年
逮
は
境
内

に
於
て
準
備
運
動
を
な
す
。
祭
典
が
終

る
と
農
眉
前
の
広
場
に
参
集
し
て
桂
松

に
移
る
。
広
場
に
は
長
さ
六
間
の
松
の

柱
が
用
意
さ
れ
其
の
上
部
一
間
の
所
に

わ
ら
を
以
て
柱
を
包
み
点
火
の
装
置
が

な
さ
れ
て
い
る
o
や
が
て
奏
楽
の
合
図

に
よ
り
柱
巻
し
の
儀
が
は
じ
ま
る
。
往

の
頭
上
に
結
び
つ
け
た
四
本
の
綱
を
た

く
み
に
あ
や
つ
り
、
掛
声
勇
ま
し
ぐ
柱

が
庭
の
申
央
に
立
て
ら
れ
る
と
神
宮
は

ホ
テ
（麦
わ
ら
の
束
）
に
点
火
じ
柱
松

の
上
部
目
が
け
て
第
一
火
嚢
じ
火
つ

け
の
儀
を
終
る
。
こ
の
時
二
組
に
別
れ

た
青
年
達
は
時
を
移
さ
ず
行
鋤
を
起
す

一隊
は
ホ
テ
を
投
げ
て
点
火
す
る
者
あ

り
、
長
い
竹
筆
の
先
に
ホ
テ
を
結
び
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

う
か
A
’
0
た
所
、
許
な
き
占
で
事
な
き
一
飛
散
し
て
流
星
の
如
v
、
竹
の
打
合

を
得
克
が
、
明
治
八
年
税
所
啓
二
、
渋
一
音
境
内
に
こ
だ
ま
し
て
物
凄
く
、
賊
声

谷
庄
兵
衛
、
久
苗
彦
卜
郎
の
三
人
よ
り

捕
獲
許
可
の
請
頴
を
時
の
入
山
県
令
（

今
の
知
事
）
に
提
出
し
た
。
県
は
之
に

対
し
人
民
福
利
の
為
に
英
断
を
以
て
之

を
許
可
し
駕
、
一
葺
の
戸
蚤
下
之

に
異
譲
を

申
立
て
曙
説
紛
々
と
し
て
遂

に
大
丙
題
と
な
つ
た
．
当
時
の
県
の
許

可
女
書
に
日
く
「
方
今
御
惟
新
の
時
に

際
し
人
民
束
縛
の
幣
を
解
き
、
自
由
の

権
利
を
得
し
め
各
活
計
に
勉
励
せ
し
む

る
時
に
付
、
税
所
等
が
願
意
を
聞
き
と

A－

け
文
る
訳
に
て
」
云
々
。
叉
「
郷
内

天
生
の
者
を
捕
て
人
冨
活
計
の
道
を
立

て
る
に
、
郷
（
今
の
町
）
之
を
拒
み
’
一

け
て
桂
の
頭
上
に
点
火
ず
れ
ぱ
他
の
一

隊
は
竹
筆
を
も
つ
て
之
を
た
』
き
消
火

に
つ
と
め
る
。
こ
の
聞
火
の
粉
四
方
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

あ
り
、
声
援
あ
り
、
夏
の
夜
室
に
怪
火

飛
ん
で
風
を
呼
ぴ
、
嵐
は
火
を
あ
ほ
つ

て
枝
に
炎
上
す
る
盛
硯
は
誠
に
南
国
的

情
緒
豊
か
で
あ
る
。
か
く
て
点
火
す
れ

ば
定
ち
に
消
火
し
て
l
i
回
目
に
移
る
。

こ
の
度
は
い
き
り
立
っ
若
人
猛
牛
の
如

く
火
ゐ
粉
姦
い
つ
、
ホ
タ
を
持
つ
て

突
進
す
i
ぱ
渦
火
組
も
負
け
じ
と
応
戦

1喜
l
憂
、
怒
号
起
り
歓
声
湧
き
こ
A

に
熱

烈
な
る
攻
量
る
。
よ

う
や
く
点
穴
す
れ
ば
時
を
移
さ
ず
塊
内

の
一
隅
に
用
意
遷
れ
た
十
五
夜
の
綱
を

81
き
出
し
、
直
屠
下
の
蓼
道
に
配
置
し

て
城
元
五
　
　
老
猶
男
女
総
出
の
綱

（第
＋
四
回
）

地

続

｝引
の
舞
台
に
転
ず
る
。

l
以
ト
荏
松
の
概
観
を
叙
述
し
た
が
、
往

古
は
村
の
ニ
オ
衆
（
今
の
腎
年
）
は
一

週
間
位
毎
夜
神
壮
に
宿
泊
し
て
身
を
清

め
翌
日
は
野
に
茅
を
刈
り
綱
を
作
つ
た

と
い
う
。
叉
綱
作
s
が
終
れ
ば
お
月
様

の
綱
と
称
し
小
綱
を
松
の
枝
な
ど
に
掛

け
て
奉
納
し
’
大
綱
は
挿
社
に
遮
ぶ
事

に
な
る
が
綱
が
神
社
に
到
着
ず
れ
ば
他

の
若
人
趣
は
之
を
迎
え
る
為
歌
い
つ
X

踊
を
な
し
た
と
言
う
が
今
は
簡
素
化
さ

れ
て
い
る
。
叉
昔
は
竹
筆
で
消
火
ず
る

等
の
事
は
な
く
ホ
テ
を
投
げ
て
点
火
し

た
も
の
で
仲
々
火
が
付
か
な
い
も
の
で

あ
つ
た
と
言
う
。

　
◎
柱

松

露

柱
松
は
一
体
頗
何
な
る
宙
緒
に
基
ぐ
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
の
壺
よ
り
考
へ

る
に
一
種
の
火
祭
り
で
ζ
れ
に
十
五
夜

の
綱
引
き
と
が
結
合
し
て
独
得
の
形
式

を
作
り
上
げ
た
も
の
と
思
う
’
そ
も
モ

も
祭
に
火
を
焚
v
事
は
神
を
招
く
一
鶴

の
方
法
で
’
こ
れ
を
目
橿
に
降
神
を
願

う
意
味
が
あ
る
。
こ
う
し
た
神
へ
の
饗

応
の
意
味
で
柱
松
に
点
火
U
．
こ
こ
に

降
神
を
願
い
、
神
の
乗
ら
せ
給
ふ
綱
を

以
て
綱
馴
を
牽
納
し
五
殿
豊
饒
を
願
ふ

神
事
と
察
す
る
。
古
式
に
よ
リ
ホ
テ
を

投
げ
て
点
火
ず
る
方
法
は
、
神
の
隆
臨

を
願
ふ
神
事
的
性
格
が
よ
く
表
れ
て
い

る
。
こ
の
神
事
は
本
県
に
は
其
の
類
例

を
見
な
い
が
、
▲
田
的
に
は
「
火
揚
げ

」

「援松
朋
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
炉

あ
り
、
元
来
枝
松
と
呼
ば
れ
て
い
た
が

同
種
の
も
の
と
思
は
れ
る
。
と
も
あ
れ

全
国
的
に
珍
ら
し
い
こ
の
行
事
は
、
本

村
の
誇
り
と
し
て
之
を
盛
大
に
行
い
r

一種
の
㊨
花
財
と
し
て
も
保
存
し
た
い

も
の
で
あ
る
．

　
八
’
祭
　
　
日

み
ゆ
き

御
幸
祭
q
月
三
・
五
日
）
祈
年
祭
（

二
月
十
七
日
）
神
讐
祭
（
十
月
十
七
日

）
例
祭
（
十
一
月
初
卯
日
）
新
牲
祭
（

十
1
月
l
l
＋
八
日
）

　
九
、
社
司
蘭
田
覚
左
衛
門
氏

δ
ぱ
　
疏

○纂
畜
吹
下
戚
ぬ
嚇
畔

　
神
風
な
ら
ば
し
な
や
か
に
吹
げ

O
し
A
a
f
＿
）
f
9
よ
・
義
が
引
く
占

神
の
し
め
e
神
し
め
な
ら
ば
し
な
や

か
に
越
え

○
今
日
の
日
の
よ
き
日
を
え
り
て
そ
な

　
え
け
る
、
七
重
の
そ
な
え
神
き
こ
し

孚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

8
簸

　
　
　
　
か
ぎ
り
わ
ら
長
浜
の
、
，
ま

　
さ
ご
の
数
は
世
に
わ
っ
く
せ
む

■


